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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　１月　６日　(水)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　小笠原　香織　　記録者　横町　真希子　

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	深夜
	Ａ留守
	公休
	○
	ＣＤ留守
	公休
	公休
	○

	三浦
	佐々木（美）
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地


	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	準夜
	○
	ＣＤ留守
	深夜
	準夜
	ＣＤ留守
	深夜

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	庭田
	佐々木（孝）

	欠勤
	○
	公休
	○
	公休
	準夜
	○
	公休
	ローテ

	高森
	前田
	田中
	鈴木
	盛田
	天間

	ローテ
	公休
	業務
	○
	業務
	公休


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・１月５日（火）に行われた書初め大会の作品の投票を行います。期間は１月８日（金）～１１日（月）15：00、場所は集会室で行います。今回はスタッフへの投票は無く、患者様の作品のみ対象となっています。１項目１名の投票になっていますので、期間中に忘れず投票を行って下さい。

・１月１６日（土）～２月１５日（月）までの勤務表が出ていますので、各自スケジュールの打ち込みを１月１０日（日）までに行って下さい。

・ＰＣ内へ最近の事故報告書の保存がされていません。作成したスタッフは所定の場所（ＷＩＺ→南病棟→事故報告書関係→Ｈ２１）へ保存して下さい。

・光熱費の上昇が見られています。こまめに電源を切るよう心がけ、光熱費節約に繋げていきましょう。

・１月７日（木）～８日（金）の２日間、田名部Dr.はお休みとなっています。

＜患者様連絡事項＞

・小笠原　芳郎様～外出より帰院された際、菓子類を多量に持ち込まれています。本人預りとなっていましたが、夜間摂取されている事もあり、詰所での預かりにしています。本人了承済みですが、預けている事を忘れている為、おやつの時間には取りに来て頂く様声掛けしていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・鈴木　サダ様～左足底にベンチ腫との診断あり、次回診察時に削る予定です。１月１１日（月）午前中のうちにスピル膏を貼って下さい。当日の皮膚科診察担当スタッフは処置の物品準備もお願いします。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・織田　比佐子様～新しい創作活動として以前にも作成した事のある｢くす玉｣の作成を予定しています。お孫さんに作るとの事でした。Ａユニットカウンター下に道具一式が入っているので、希望時渡していきましょう。

・村舘　ミネ様～お正月プログラムで本人より｢お手玉やけん玉をやってみたい｣と希望あり、他者も交えて行っています。他者との交流も図れ、表情良く行えていました。今後も希望があれば対応していきましょう。

・和田　敦子様～確認行為は変わりませんが、しつこさや固執は少し治まってきているように思います。プログラムも体操は模倣したり、長い時間その場に居る事ができています。歩行も安定してきています。継続して心身状態の観察を行っていきましょう。

・前川原　勝美様～落ち着きなく徘徊される事が多くなっています。歩行も自立されていますが、転倒の危険性が十分に考えられる方ですので、所在の確認を行っていくと共に、訴えを傾聴していきましょう。

＜田名部Dr.診察＞

・吉田　寿雄様～血糖高値続いて見られている為、１月７日（木）、各食前後６回の日内

変動の指示が出ています。（デキスターにて）伝票はホワイトボードに

ありますので、確認して下さい。

・向山　忠義様～ＡＺ点眼液１本処方となっています。

・小山　正好様～左手掌の表皮剥離について、他科受診（皮膚科）するようにとの指示あり。本日日勤帯で奥様へ電話連絡していますが、繋がらずにいます。準夜帯でも電話連絡する事としています。

＜書初め大会振り返り＞

・書初めに関して
～ＡＢユニット～

今回は事前に正月プログラムとして、書初めの練習を実施して頂いた。その効果があり、昨年に比べ本番では患者様の緊張や戸惑いが少なくスムーズに作品を完成させる事が出来た。また、上手く仕上げる事が出来た。書き初め以外にも、先に展示されていたスタッフの作品や患者様の作品を見る余裕があり「この人の字、上手いね」「ここのかすれ具合が良いね」等の感想が聞かれている。
・木ノ下　ツヨ様～最後閉会の挨拶をしっかり行っている。気分高揚や焦燥感は見られず、落ち着いて最後まで参加出来ている。

～ＣＤユニット～

身体・精神状態を見極め、体育館で実施出来る方には実施。

・慶長　節子様～動作緩慢や緊張する様子見られるも、手本を見ながらしっかりと作品を仕上げている。夫様の名前も一緒に書いている。実施中の易怒性無く取り組めている。

・前川原　勝美様～手の振るえ見られる事あるも作品を仕上げようとする意欲はあり。最後まで集中し取り組まれている。表情は穏やかであり、焦燥している様子は見られなかった。

・山田　典子様～自主性見られており、手本を見て書く事出来ている。終了後は他者の作品を鑑賞している。

・峰田　満男様～手の振るえや緊張する様子見られるも、最後まで取り組む事出来ている。

　　　　　　　　終了後は他病棟患者様と会話する事もあり。

・中村　清枝様～移動時、歩行の不安定さあり。付き添い要している。表情は穏やかであり最後まで参加出来ている。

※その他体育館で参加された患者様

　久慈　脩様、板垣　富蔵様

・五十嵐　タイ様、瀬川　はな様、谷内　愛子様は気分が乗らないとの事で、今回は参加せず。病棟にて別プログラムを実施している。

～その他気付いた点～

・角谷　育子様～カルタを行っている。その際読み上げられた文字を見つけ他者と同時に手が触れ合った際、全て自分が先であると訴えている。他者への気遣いが出来ず介入要している。もし、次回実施する場合他患者様とのトラブルとならないように見守りと介入をする必要がある。

～病棟スタッフからの意見～

・患者様の数に対して、書道の道具が少ないのではないか。

・テーブルの足がきちんと出されておらず、不安定だった。

・正月遊びのカルタや福笑いを全て床で行うのではなく、車椅子の患者様でも行える様に、テーブルも設置した方が良かったのではないか。

・スタッフ用の書き初めの半紙が無い事があり、すぐに書く事が出来なかった。







